
                          平成 29 年 10 月 31 日 

                         九 州 地 方 整 備 局 

                                            

南海トラフ巨大地震を想定した、九州地方で最大規模の実動訓練 
～訓練は宮崎港東地区 13 岸壁にて 11月 3日（金）8 時 45 分より実施します～ 

 

11月 5日は「津波防災の日」であり、国連が制定した「世界津波の日」です。 

これにあわせ、地震による大規模津波の被害軽減を目指すとともに、津波に

対する知識の普及・啓発を図ることを目的に、南海トラフ巨大地震により九州

で最大の津波被害が想定されている宮崎県を会場として 11 月 3日（金）に大規

模津波防災総合訓練を実施します。                                  

 

【訓練のポイント】 

○  九州地方で過去最大規模 

・九州地方で過去最大の１４５機関が参加 する陸・海・空にわたる訓練。 

・宮崎市郡医師会病院での災害時医療活動訓練を始め、大宮小学校等での避 

難所運営訓練や新田原基地への患者搬送訓練など広域にわたる実働訓練。 

 

○  地域住民や外国人留学生が参加 

・津波避難訓練には、地域住民や外国人留学生が参加。 

 ・メイン会場では、今年 3月に 2箇所目が完成してから初となる 宮崎港津波避 

難施設（避難高台）への避難訓練 を実施。 

 

○ 100 を超える陸・海・空の機械が集結 

・国土交通省の掃除兼油回収船「海翔丸」、海上保安庁の巡視船「おおすみ」

等 １６隻の船舶 、航空自衛隊ヘリや国土地理院航空機等 １１機の航空機 、

国土交通省排水ポンプ車や宮崎市消防局化学消防車等 ７５台の車両 が集結。 

・地震体験車による東日本大震災の揺れの体験や降雨体験機による時間雨量 

１００ｍｍの体験、海上保安庁のヘリを搭載した巡視船の一般公開を実施。 

 

訓練の詳細については、添付資料及び「平成 29年度大規模津波防災総合訓練」

ホームページ（http://www.tsunamibousai29.jp）を参照下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

同時発表：宮崎県、宮崎市 

〇問い合わせ先  

 【訓練内容】 

九州地方整備局企画部防災課 

緊急災害対策調整官  永利 信太郎 

代 表 092-471-6331（内線 3125） 

直 通  092-476-3544 

ＦＡＸ  092-476-3467 

 

 

 

【取材に関する内容】 

九州地方整備局 広報広聴対策官 下田 寛 

代 表 092-471-6331（内線 2117） 

直 通  092-476-3506 

ＦＡＸ  092-476-3457 

 

http://www.tsunamibousai29.jp/








 

 

別紙１ 

 
取 材 要 領 

 
 

１．取材場所での留意事項について 

○受付場所について 

・受付場所：報道関係受付テント 

※必ず受付をお願いします。 

・受付時間 11 月 3 日（金・祝）8:15～ 

  ○注意事項 

・訓練会場へは、誘導看板及び誘導員の指示に従って入場をお願いします。 

・駐車場は、報道関係者駐車場を利用し、受付にお越しください。 

（別添の案内図を参照） 

   ・立ち入り可能エリア内は自由に取材可能です。それ以外の場所につい 

ては、係員の指示に従ってください。（別添の案内図を参照） 

・取材中は自社腕章を必ず着用してください。記者証又は社員証の提示 

を求めることがありますので、ご承知おき願います。 

 

２．その他 

  災害対応等諸事情により訓練が中止・変更となる可能性があります。 

訓練開始前の中止については、訓練ホームページ、九州地整 Facebook で訓練当

日（11 月 3 日）6 時 00 分頃に「実施」又は「中止」いずれかを発信します。 

（ホームページ URL） http://tsunamibousai29.jp 

（九州地整 Facebook） https://www.facebook.com/qsr.mlit.go.jp/ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 

 

 


	（最終　1027）【記者発表】平成29年度大規模津波防災総合訓練の実施について
	★チラシ
	【最終】見学のしおり
	最終　【別紙１】取材要領（修正－1028）

